公益社団法人 山形青年会議所

[image: rogo]２０１３年度 第１回臨時理事会 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年７月４日（木）
１８：００～１９：００
◆ 場　所 ：ルーム　会議室

1． 開  会                                                               横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                   長谷川委員長
3． ＪＣＩミッション＆ＪＣＩビジョン唱和                                 長瀬総括幹事
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                                       井上智博出向理事
5． 出席者の確認（敬称略）                                               舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘
特別顧問                    荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長                  齋　藤　秀　和
副理事長                    伊　藤　健　二
副理事長                    中　村　祥　之
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利
監事                        矢　口　政　則（欠席）
専務理事                    横　山　隆　太
議長                        佐　藤　貴　博
特別委員長                  三　沢　慶　洋
常任理事                    安　藤　太一郎
常任理事                    鈴　木　　　力
常任理事                    今　野　　　修（遅参）
常任理事                    遠　藤　智　大
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                    會　田　智　弘
総括幹事                    長　瀬　洋　一
出向理事                    井　上　智　博
事務局長                    舟　山　力　也

＜オブザーバー＞
会務セクレタリー            茂　木　政　樹

６．会議成立の確認                                                          舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                                   井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー

８．前回議事録の承認                                                        井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認

９．理事長予定者挨拶                                                        井上周士理事長
皆さまこんにちは。本日は冒頭から専務からもありました通り、私たちの進行の不手際がございまして、このような形で皆さま方から時間を奪ってしまったということ、まず冒頭でお詫び申し上げます。あわせまして皆さま方からお集まりいただきまして、本当にありがとうございます。今回議案に挙げさせていただく会員拡大についてですが、昨日と一昨日仮会員面談をさせていただきました。その中で仮会員の皆さま方から「一度活動してみてどうですか。」だとか「今後どういったものに会議所で力を発揮していきたいですか。」ということを質問させていただくのですが、会員の皆さんによっては参加しても「まだよくわからないです。」とか、「これから色々と考えていきます。」と全体としてはまだわからないことが多い中で、仮会員の皆さま方からいただいた言葉でとてもうれしく思ったのは、我われも含めて青年会議所の先輩方の後ろ姿がとても力強く、レベルの高い方々ばかりだということを、口を揃えておっしゃっておりました。人の後ろ姿、オーラというのは立ち居振る舞い等、様々な場面で感じるわけですけども先輩方から脈々と受け継いでいる青年会議所のしっかりとした部分、上下関係ですとか、酒席での立ち居振る舞い等々もこれから多くあるわけですけれども、その中で委員長、常任理事、セクレタリーの背中を新入会員の皆さまは見ていますし、そしてそういった場面でしっかりと見せて下さっているなと感じた次第でありました。今後、現在３２名で佐藤貴博議長や担当ラインの会員パワーアップ特別会議の皆さまのお力添え、そして皆さまのお力添えで会員拡大が順調に進んでいるわけですけれども、全国の青年会議所でありがちな問題として、人数を多く入れて目的が終わってから、大量に辞めてしまった、もしくは本来のＪＣというものを伝えきれずに、非常にまとまりがつかなくなったということがあるわけです。その中で、先日会員パワーアップ特別会議の佐藤貴博議長、木村俊広君、佐藤義之君で食事に行った際に、去年入会のメンバーが非常に活躍しているという言葉が上がりました。非常にアクティブですし、去年の野口雅弘直前理事長のムードが良く、会員拡大委員長の教え・しつけが良く、皆さまから今年の委員会を有意義なものにしていただいているので、去年加入した２５名のメンバーがアクティブに過ごして、且つ山形青年会議所のイズムが浸透しているのだと思います。その中で、皆さまが築いてくださっているムード、拡大して多くのメンバーへしっかりと我われのイズムを浸透させる、脈々と伝わっている部分を今後とも皆さまにお伝えいただきたいです。通常のこの状態でも伝わるとは思いますが、しかしながら６月例会でも、たばこを吸いに中座したり、食事をとってしまったりということがありました。こういった状況は新入会員・仮会員が悪いわけではなく、我われの指導を少し加えることによって、襟元を正し後世に伝えていくといったことを脈々と繰り返していきますので、是非皆さま方から厳しくも愛情を持ってご指導いただいて、ＬＯＭの戦力にしていただく様、是非よろしくお願いしたいと思います。結びになりますが、今回加入した多くのメンバーから青年会議所で力を発揮したいという言葉をいただきました。今年は皆さまの頑張りもありつつも、ＡＳＰＡＣ開催前年度ＬＯＭということで、今後ＡＳＰＡＣの準備等々もだいぶ増えてきます。ですので、ＡＳＰＡＣに向けた打ち合わせなどにもしっかりと仮会員の皆さんを巻き込んでいただきまして、是非今後に向けた取り組みをお願いしたいと思います。本日も是非よろしくお願いします。

１０．直前理事長予定者挨拶                                            野口雅弘直前理事長
皆さまお疲れ様です。拡大に関して６月例会の時に浦田副会頭、柴田副会頭、村上常任理事と話をしたのですが、私も最後の年にご縁をいただいて、様々な場所で講演や研修の講師をさせていただいているのですが、拡大の一番の肝は、拡大とは「営業」だということです。営業をするうえで自分たちの商品が何かというのを知らないとなかなか営業は出来ません。拡大を違う視点で見た場合、青年会議所とはどういった団体なのか、また、山形青年会議所とはどういうことをやっているのかをもう一度本質を見極めていただきたい。拡大するにしても、私たち入れる方がどのように説明してよいかもわからない場合もあり、その後入会していただいたとしてもアフターケアがなっていない場合もあるということが挙げられます。加入させてしまえばその後は何もフォローせずというところが非常に多いので、アフターケアは是非しっかりとやっていただきたいなと思います。２００７年に拡大の委員長をやらせていただいた時に変えたかった部分の１つはスポンサー制度であります。例えば私が青年会議所活動でお金の使いこみや事業に穴をあけたなどの重大な過失をしたとしたら、昔はスポンサーの先輩とご迷惑をかけた関係各所に謝罪に行くという話がありました。最近そういったものが希薄になっているのかなと思っております。確かにＡＳＰＡＣをやる為にある程度妥協していく部分もあるのでしょうけども、妥協してほしくない部分は今後も引き続きしっかりと繋いでいただきたいと思います。今年私と同じく卒業する４８年組の中に、私がスポンサーを務めさせていただいた方が３名おり、めぐり合わせも難しいところもありますが、スポンサー制度は大事にしていただきたいと思います。スポンサーになっている以上しっかりと面倒をみていただきたいと思いますし、せっかくのご縁でご入会いただいているので、青年会議所運動と山形青年会議所を今後発展させていただきたいと思います。また、会員拡大がうまくいっているＬＯＭがありますが、こういったＬＯＭはメンバー自体が新しい方々ばかりなので、ＬＯＭが青年会議所を知らないという状況になっているそうです。全国のＬＯＭで非常に問題になっていて、青年会議所自体を知らないので、東北地区協議会でさえもフォーラムの運営がわからず、相談を受けている状態です。やはり数を多く加入させたら、その分だけのアフターケアをもう一度皆さまで考えていただければと思います。本日もよろしくお願いします。

１１．議題並びに資料の確認                                                   荒井要雄委員長
配布資料１３－ｒ０１－０１　第１回臨時理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め１件、討議事項その他を含めて１件、審議事項その他を含めて１件、協議事項その他を含め２件、報告・依頼事項その他を含め１件

１２．議事の採択                                                            井上周士理事長
全員賛成

１３．確認事項                                                              横山専務理事

確－０１　その他 
削除

１４．討議事項                                                              横山専務理事
討－０１　その他
削除

１５．審議事項                                                              井上周士理事長
審－０１　その他
削除

１６．協議事項                                                              横山専務理事
協－０１　新入会員の認証（案）に関する件　                      会員パワーアップ特別会議
佐藤貴博議長【上程】
まずは臨時理事会の開催に関してお詫びしたい。今期入会予定の新入会員から入会申込書を提出いただいている。回覧をするのでご確認いただきたい。議案に認証リストおよび操作方法を記載している。今後のスケジュールは７月９日（火）の例会で認証式を行い、バッヂの授与および委員会への正式配属へ。８月１日（木）蔵王国際ホテルにて理事懇談会を開催予定である。多くの皆さまにご参加いただきたい。

伊藤副理事長【補足】
新入会員の入会認証に関して、正式に入会申込書・面談を済ませている。３２名の申込書を皆さまからご確認いただき、慎重なるご協議をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
理事懇談会には何名くらいの参加が見込まれるのか。
佐藤貴博議長【回答】
７月５日に新入会委員の同期会が開催されるので、今回の審議をいただき次第周知させていただく予定である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
[bookmark: _GoBack]残り１か月を切っているので、しっかりとスケジュールの周知徹底を行っていただきたい。また、８月２日（金）にも例会を控えているので、片方だけの参加にならないように、しっかりと周知していただきたい。運営規定の中のスポンサー規定において、今年５０名を目指すといった中で、「新入会員の推薦は正会員１名につき年度内３名とする」という規定がある為、過去に足枷になった事があり、まったく面識のない方がスポンサーになるといったことが過去にあった。野口雅弘直前理事長の話も踏まえればこういった事は不適切であると思う。こういったことは、偏った支持層が生まれないような仕組みであると思うので、次年度に向けてしっかりと相談すべき内容であると思う。

中村祥之副理事長【意見】
理事懇談会の日取りと場所について、月初に蔵王で設定しているが、新入会員はもちろんの事、理事の皆さまが参加できるのかが疑問である。月初であれば、山形市内で行うという事も再考していただけないものか。

佐藤貴博議長【回答】
検討させていただく。

中村祥之副理事長【意見】
８月１日（木）に蔵王へ行くことが出来る方が何名いるのか。今現在理事の皆さまに確認するのはいかがか。

佐藤貴博議長【回答】
貴重な意見ありがたい。イメージとして新入会員は可能な方は蔵王に宿泊し、理事の皆さまに関してはマイクロバスでの送迎を考えていた。御調整をいただければありがたい。

伊藤副理事長【回答】
持ち帰らせていただき、後日皆さまにご連絡を差し上げる。一旦削除いただきたい。

伊藤副理事長【審議振替え同義】
皆さまからのご意見が内容であれば、審議振替え同義をお願いしたい。

佐藤貴博議長【審議上程】
理事懇談会の件　削除し上程させていただく。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
日程の調整については審議からはずすということであるが、公式的な会であると思うので、本来であればこの場で、日程を確定すべきである。しっかりと事務局とコンセンサスを図ったうえで、早急に決定し、案内いただきたい。本来こういった事はあってはいけないと思うので、意見させていただいた。

井上周士理事長【採択】
全員賛成

１７．報告・依頼事項
報－０２　その他
削除

報－０１　第３４回山形大花火大会の協賛と状況報告　                      花火大会特別委員会
渡部本部長【依頼・報告】
現在全体の１０％弱である。ＡＳＰＡＣもあったため、協賛金集めの動きが鈍かったと考えられる。７月に入り、大会まであと４０日程度である。協賛金が集まらなければ花火が上がらないことはご承知の通りであるので、是非今月中に協賛金の予算を達成いただきたい。メンバー企業に関しても全部が集まっているわけではなく、案内としては６月いっぱいの締切であったが、まだ半分程度なので、皆さまからラインのメンバーに向けて再度情宣していただきたい。

三沢特別委員長【依頼】
自社協賛分のリストを提出している。先日花火業者様より電話があり、早めの予算組みの依頼があったので、見積予算通りに進めてほしいと回答している。そのため、自社企業に関しては皆さまから各メンバーに対し、早期の入金を促していただきたい。また、東日本復興花火に対しても協賛していると多く耳にするが、山形ＪＣの事業として必要な協賛金となるので、一件でも多く獲得いただけるようご協力をお願いしたい。

１８．次回開催                                                           横山専務理事
第７回定例理事会７月３０日火曜日　場所：パレスグランデール

１９．監事講評　                                                         中村正利監事
皆さま大変お疲れ様でございます。まずは、会員パワーアップ特別会議の皆さま３２名の新しいメンバーの入会お疲れ様でございました。来年ＡＳＰＡＣに向けて目標５０名という事でございますので、引き続きの頑張りをお願いいたします。また、冒頭に理事長・直前理事長からもございました通り、多くのメンバーを入れましたので、その分私たちの方で、背中を見せて頑張って行きたいという事でございます。先程ありました通りこれから花火の協賛金の件もございますし、多くの事業もありますので、理事の皆さまにおかれましては、新入会員の皆さまに青年会議所の姿勢というものを多く見せていただければと思います。そういったところの希望を含めまして、監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でございました。

２０．閉会　                                                                   
横山専務理事
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